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を用い巨核時を染色した。培長細胞は、 Mo7eでは20%FCS及び5ng/ml GM-CSFを含むRPMI1640液で、 UT-7
では20%FCS及び5ng/ml TPOを含むIMOM液で培養したものを用いた。造血幹細胞では化学療法後の回復期
の患者からPenwallCS 3000 Plus (Baxter)を用いてapheresisしimmuno-magneticmethodによりC034陽性
細胞を単離精製しlO%FCS及び 5ng/m 1 GM-CSFを含むRPMI1640液で、そのまま又はさらにサイトカイ
ン (5ng/ml，IL-3， SCF， TPO)で培養した7日目の培養細胞を染色に用いた.
【結果】 ( L ) VPM色素を原法の蒸留水ではなく、 pH6.4リン酸緩衝液で溶解したVPM色素溶液の方が原
法より鮮やかで安定した染色性が得られた。(2 )骨髄異形成症候群 (MDS)症例においてVPM染色変法の
染色性及び形態異常の分布をFeinendegen分類を参照に調べた。正常に比して幼若な形態TypeJ H JIへ
シフトしており小林らの報告と同じ傾向が認められた。(3 )急性白血病痕例(L1， L2， L3， MO. MI. M2， 
M3， M5， M6， M7)ではM7以外の白血病細胞は染まらなかった。(4 )巨核芽ー 球s性白血病細胞由来株Mo7e、






















示された。急J性白血病症例(1.1， L2. 1.3. MO. Ml， M2. M3， M5， M6， M7)では、 M71J.例のみ染色され、そ
れ以外の白血病細胞は染まらなかったこと、また巨核芽球性白血病細胞由来の細胞株Mo7e、tiT-7とも本染
色法によりrose-pinkに染色されたことよりM7などの診断においてギムザ法では鑑別に技術的困難さが
あったが、それらの診断法としての実用性が非常に高いと判断された。 CD34陽性細胞を用いた実験ではサ
イトカインで同核球への分化を促したところ、 t3'差経過とともに形態的に巨核球様を示しCD41b抗原陽
件半は贈加したが、いずれの培養細胞も染まらなかったなどの成績がえられた。
以上の研究は、本染色法が巨核球の特殊染色法としての有肘性を不し、白血病鑑別診断やド核球系細胞
分化の研究に有用であることが見出されたといえる。したがって著者は博士(医学)の学位を授与される
に値するものと判断された。
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